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今年の７月に九州地方を中心とした記録的豪雨により土
砂災害や河川の氾濫などが発生し、筑後市の隣町である広
川町でも多くの被害がでました。

7／26（水）筑後北中野球部２０名
（１年生３名、２年生１７名）が災害
復旧ボランティアとして参加しました。

まず、広川町社会福祉協議会に行き、説明を受けた後、被害にあ
われた方の家で、主に土嚢作り活動を９時から１５時まで行いました。広川町の教育長さんからもお
礼の連絡があり、地域の人たちも非常に感謝されていたそうです。すばらしい生徒たちです。

令和５年７月２２日（土）

大川文化センターにて
７／２２（土）八女地区青少年弁
論大会最優秀賞の筑後北中３年生

下川望さんが八女地区代表として、演題『真実と
は何か？』で筑後地区大会に出場しました。
筑後地区から選ばれた１４名の中で、下川さんは、
八女地区大会よりも表現力も向上し、とてもすば
らしい発表をしてくれました。

その結果、準優秀賞となりました。おめでとうございます。

７月３０日（日）南筑後教育事務所にて
令和５年度「科学の甲子園ジュニア南筑後大会」に本校からは過去最多の５チーム
(１チーム３名、２年生計１５名)が出場しました。 南筑後教育事務所前

A：浅見威留さん、檜室真桜菜さん、山本倖愛さん
B：佐田啓登さん、馬場龍之介さん、山本喜一朗さん
C：権藤清志朗さん、松延奏さん、矢次晴馬さん
D：永松諒己さん、中村颯那さん、宮島詩音さん
E：德永葉緒さん、髙田美咲さん、馬場虹菜さん
当日の10:20～11：50に筆記競技に挑みました。
残念ながら、県大会出場とはなりませんでしたが、

全チームともいい経験になったと思います。ありがとうございます。
自分の隠れた能力を生かすチャンスかもしれません。来年も多くの参加を期待します。

筑後北中学校だより
本年度の重点目標

「自分の考えをつくり、振り返ることができる生徒」の育成

筑後地区青少年弁論大会

科学の甲子園ジュニア南筑後大会

災害復旧ボランティア参加



多くの部活動が筑後地区大会に出場し、健闘し

ました。接戦も多く、悔いのない戦いをしたと思

います。お疲れ様でした。

●剣道部 個人 ３位 中島千翔さん

●相撲部 団体 ３位

●バレーボール部 ３位→県大会ベスト８
（前回写真掲載済み）

７月２０日（木）５時間目

昨年より始まった行事で、今年も５人の先輩方を迎え、中学時代の学校生活や受験前
の過ごし方、また、今の高校生活などを話してもらい
ました。筑後北中生徒の学習意欲向上や進路選択の参
考になることを目的として、各学級へＭeetによる配信
を行いました。予め、北中
生徒たちは質問等を考え、
それらを先輩達に知らせて
いました。

司会進行は生徒会三役が行いました。生徒のみなさんは、
先輩たちの話やインタビューを真剣に聞いていました。これ
からの学校生活や学習にきっと役立ててくれると思います。
内 容 先輩たち

・先輩紹介 横井 旭さん （久留米高専）
・先輩からの話 木庭陽香さん （久留米商業）
・先輩教えて！（質問コーナー） 髙木鴻成さん （八女高校）
・悩み相談コーナー 檜室莉桜菜さん（福島高校）
・後輩たちへのメッセージ など 小宮圭貴さん （八女工業高校）

７月２０日（木）全校集会の中で、３年生の桑野愛理さ
んと ２年生の棚町陽菜さんに人権作文を披露してもら
いました。桑野さんは『「男らしさ」、「女らしさ」とは何
か』という演題で、男性と女性の扱い方や考え方の違い
における矛盾について自分の考え方を述べてくれました。

また、棚町さんは『今、自分にできること』という演題で、 イチゴ

思いや意見を持つことの大切さや周囲と意見を伝え合うこ
とで考えが広がることなどを述べてくれました。２人とも
具体的な例を出して、わかりやすく、発表してくれました。
ありがとうございます。

筑後地区中学校
総合体育大会

教えて先輩！！

人権作文発表会


